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介護
か い ご

保険
ほ け ん

制度
せ い ど

について  

 

１．介護
かいご

保険
ほけん

制度
せいど

は、 介護
かいご

（ふだんの 生活
せいかつ

に たすけがいる人
ひと

の 世話
せ わ

をすること）が 

必要
ひつよう

な おとしよりや  病気
びょうき

の人
ひと

を  たすける  しくみです。  

 

 

２．介護
かいご

保険
ほけん

制度
せいど

の 加入者
かにゅうしゃ

 （介護
かいご

保険
ほけん

に 入
はい

る人
ひと

） 

  

・ 40歳以上
さいいじょう

の人
ひと

は、介護
かいご

保険
ほけん

に  入
はい

ります。 

・ 65歳
さい

になると、 介護
かいご

保険
ほけん

の被
ひ

保険者証
ほけんしゃしょう

（介護
かいご

保険
ほけん

に入
はい

っている証明書
しょうめいしょ

）が  

届
とど

きます。 

・ 加入者
かにゅうしゃ

は、 介護
かいご

が 必要
ひつよう

になったら、 鈴鹿
すずか

亀山
かめやま

地区
ち く

広域
こういき

連合
れんごう

 または市
し

役所
やくしょ

へ 

要介護認定
ようかいごにんてい

（どのくらい 介護
かいご

が 必要
ひつよう

か しらべること）を  もうしこみ、  そのけっかに

応
おう

じて 介護
かいご

サービスを つかえます。  
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・  加入者
かにゅうしゃ

は、 収 入
しゅうにゅう

に  応
おう

じて  介護保険料
かいごほけんりょう

を  払
はら

わなければなりません。  

  介護
かいご

保険料
ほけんりょう

を払
はら

わないと、介護
かいご

サービスを つかうときに、自己
じ こ

負担分
ふたんぶん

（自分
じぶん

で払
はら

う 

おかね）が おおくなります。 

※ くわしいことは、 鈴
すず

鹿
か

亀
かめ

山
やま

地
ち

区
く

広
こう

域
いき

連
れん

合
ごう

 または 市
し

役所
やくしょ

、 地域
ちいき

包括
ほうかつ

支援
しえん

センターへ 

きいてください。   

 

３． 介護
かいご

サービスを  つかうための  手続
てつづ

き  

  

（１）  鈴鹿
すずか

亀山
かめやま

地区
ち く

広域
こういき

連合
れんごう

 または 市
し

役所
やくしょ

へ 要介護
ようかいご

認定
にんてい

（どのくらい介護
かいご

が必要
ひつよう

か 

しらべること）をもうしこんでください。 

  

① 鈴
すず

鹿
か

亀
かめ

山
やま

地
ち

区
く

広
こう

域
いき

連
れん

合
ごう

 または 市
し

役所
やくしょ

へ 要介護
ようかいご

認定
にんてい

を もうしこみます。 

（被
ひ

保険者証
ほけんしゃしょう

（介護
かいご

保険
ほけん

に入
はい

っている証明書
しょうめいしょ

）が 必要
ひつよう

です）。  

② 調査員
ちょうさいん

が 家
いえ

に 来
き

て、 あなたが どのくらいの 介護
かいご

が 必要
ひつよう

かを  しらべます。  

③ 鈴
すず

鹿
か

亀
かめ

山
やま

地
ち

区
く

広
こう

域
いき

連
れん

合
ごう

は  要介護認定
ようかいごにんてい

の  けっかを  てがみで しらせます。 

要介護認定
ようかいごにんてい

の けっかは ８つです。  

  

（２）  要介護
ようかいご

認定
にんてい

の けっかによって つかうことができる サービスが 変
か

わります。  

・要介護認定
ようかいごにんてい

の  けっかは  ８つです。                                        

  

  

低
ひく

い                   介護
かいご

の 必要性
ひつようせい

（どのくらい 介護
かいご

が 必要
ひつよう

かということ）   高
たか

い  

非該当
ひがいとう

 →要支援
ようしえん

１ →要支援
ようしえん

２ →要介護
ようかいご

１ →要介護
ようかいご

２ →要介護
ようかいご

３ →要介護
ようかいご

４ →要介護
ようかいご

５ 

  

非該当
ひがいとう

 
 

要支援
ようしえん

    要介護
ようかいご
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・ 要介護
よ う か い ご

認定
にんてい

のけっかによって、つかえる介護
か い ご

サービスがちがいます。 

・ 要支援
ようしえん

１から要介護
ようかいご

５の人
ひと

が、 介護
かいご

サービスを つかいたいときは、ケアマネジャーか 

地域
ちいき

包括
ほうかつ

支援
しえん

センターへ 相談
そうだん

してください。 

 

・ 非該当
ひがいとう

の人
ひと

が サービスを つかいたいときは、 地域
ちいき

包括
ほうかつ

支援
しえん

センターへ   

相談
そうだん

してください。 

 

＜つかうことができる  介護
か い ご

サービス一覧
いちらん

＞  

① 家
いえ

で  介護
かいご

サービスを  つかいたい  

つかいたい サービス（手伝
てつだ

ってもらいます。）  サービスの  名前
なまえ

  

家
いえ

で ごはんや そうじなどを 助
たす

けてもらいたい。 訪問
ほうもん

介護
かいご

  

家
いえ

に 浴槽
よくそう

を 持
も

ってきて 風呂
ふ ろ

に入れてもらいたい。 訪問
ほうもん

入 浴
にゅうよく

介護
かいご

 

家
いえ

で 看護
かんご

を してもらいたい。点滴
てんてき

（栄養
えいよう

を 注
ちゅう

射
しゃ

すること）や 

痰
たん

の 吸 引
きゅういん

を してもらいたい 。 
訪問
ほうもん

看護
かんご

  

家
いえ

で リハビリテーション（日 常
にちじょう

の 動
うご

きや 話
はな

す れんしゅう）を  

したい 。 
訪問
ほうもん

リハビリテーション  

家
いえ

で  医師
い し

に  病気
びょうき

を  治
なお

すための 指導
し ど う

を してもらいたい。 
居宅
きょたく

療養
りょうよう

管理
かんり

指導
しどう

  

家
いえ

で 昼
ひる

や  夜
よる

に  関係
かんけい

なく 定期的
ていきてき

に 介護
かいご

や 看護
かんご

を  

してもらいたい 。 

定期
ていき

巡 回
じゅんかい

・ 随時
ずいじ

対応型
たいおうがた

訪問
ほうもん

介護
かいご

看護
かんご

  

主
おも

に  施設
しせつ

に   通
かよ

って   介護
かいご

を  受
う

けたいが  ときどき  

家
いえ

で 介護
かいご

を受
う

けたり、 施設
しせつ

に 泊
と

まりたい。 

小規模
しょうきぼ

多機能型
たきのうがた

居宅
きょたく

介護
かいご

  

小規模
しょうきぼ

多機能型
たきのうがた

居宅
きょたく

介護
かいご

 ＋ 看護
かんご

を してもらいたい。 
看護
かんご

小規模
しょうきぼ

多機能型
たきのうがた

居宅
きょたく

介護
かいご
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② 日帰
ひがえ

り・短期
たんき

で  施設
しせつ

を  つかいたい  

つかいたい サービス（手伝
てつだ

ってもらいます。）  サービスの 名前
なまえ

  

通
かよ

いで 介護
かいご

を 受
う

けたい。 通所
つうしょ

介護
かいご

（デイサービス） 

認知症
にんちしょう

の 人
ひと

が 通
かよ

いで 介護
かいご

を 受
う

けたい。 認知症
にんちしょう

対応
たいおう

型通所
がたつうしょ

介護
かいご

 

通
かよ

いで リハビリテーション（日 常
にちじょう

の 動
うご

きや 話
はな

す れんしゅう）を 

したい 。 
通所
つうしょ

リハビリテーション 

短
みじか

い期間
きかん

、 施設
しせつ

に 泊
と

まって 介護
かいご

を 受
う

けたい。 
短期
たんき

入 所
にゅうしょ

生活
せいかつ

介護
かいご

  

（ショートステイ） 

  

 

③ 福祉
ふくし

用具
ようぐ

や 住宅
じゅうたく

改 修
かいしゅう

  

つかいたい サービス（手伝
てつだ

ってもらいます。）  サービスの 名前
なまえ

  

福祉
ふくし

用具
ようぐ

（ひとりで  できることを  ふやすための  道具
どうぐ

）を 

借
か

りたい・買
か

いたい。 福祉
ふくし

用具
ようぐ

貸与
たいよ

・購 入
こうにゅう

 

住宅
じゅうたく

改 修
かいしゅう

（ひとりで できることを ふやすために  家
いえ

を  工事
こ う じ

すること）をしたい 。 住宅
じゅうたく

改 修
かいしゅう

費
ひ

の支給
しきゅう

 

 

 

④ 施設
しせつ

に 入
はい

りたい  

つかいたい サービス（手伝
てつだ

ってもらいます。）  サービスの 名前
なまえ

  

介護
かいご

が  いつも   必要
ひつよう

で 、  家
いえ

で   生活
せいかつ

するこ と が   

むずかしいので  施設
しせつ

に  入
はい

りたい。  

介護
か い ご

老人
ろうじん

福祉
ふ く し

施設
し せ つ

 

（特別
とくべつ

養護
ようご

老人
ろうじん

ホーム ） 
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病 院
びょういん

に  入 院
にゅういん

し た 後
あと

、  将 来
しょうらい

 家
いえ

に  帰
かえ

る た めに 、 

 リハビリテーションや 介護
かいご

を 受
う

けられる  施設
しせつ

に  入
はい

りたい 。 介護
かいご

老人
ろうじん

保健
ほけん

施設
しせつ

  

病気
びょうき

を 治
なお

しながら、 介護
かいご

を 受
う

けられる 施設
しせつ

に  入
はい

りたい 。 
介護
かいご

医療院
いりょういん

  

認知症
にんちしょう

（病気
びょうき

の 名前
なまえ

）の 人
ひと

のための 共同
きょうどう

施設
しせつ

（複
ふく

数人
すうにん

で 

住
す

む ところ）で 介護
かいご

を 受
う

けたい 。 
グループホーム  

有料
ゆうりょう

老人
ろうじん

ホームなど（介護
かいご

を 受
う

けたり リハビリテーションが 

できる）の 施設
しせつ

に 入りたい。 特定
とくてい

施設
しせつ

入居者
にゅうきょしゃ

生活
せいかつ

介護
かいご

 

定員
ていいん

２９名
めい

以下
い か

の 小規模
し ょ う き ぼ

な 有料
ゆうりょう

老人
ろうじん

ホームなどの 施設
しせつ

に 

入
はい

りたい。 

地域
ち い き

密着型
みっちゃくがた

特定
とくてい

施設
し せ つ

入居者
にゅうきょしゃ

生活
せいかつ

介護
か い ご

 

定員
ていいん

２ ９ 名
めい

以下
い か

の  小規模
し ょ う き ぼ

な  施設
し せ つ

に 入
はい

っ て 、 介護
か い ご

や  

リハビリテーションを 受
う

けたい。 

地域
ち い き

密着型
みっちゃくがた

介護
か い ご

老人
ろうじん

福祉
ふ く し

施設
し せ つ

入所者
にゅうしょしゃ

生活
せいかつ

介護
か い ご

 

 

 

 

４． 注意
ちゅうい

 すること 

   

 ①費用
ひよう

の 自己
じ こ

負担
ふたん

（自分
じぶん

で 払
はら

うこと）  

・ 介護
かいご

サービスの 費用
ひよう

の １割
わり

から３割
わり

（10％から 30％）を  自分
じぶん

で 払
はら

います。  

・ 自己
じ こ

負担
ふたん

の 割合
わりあい

は  介護
かいご

サービスを つかう人
ひと

の 収 入
しゅうにゅう

に応
おう

じて 決
き

まります。  

介護
かいご

保険
ほけん

負担
ふたん

割合証
わりあいしょう

 （要介護
ようかいご

認定
にんてい

の けっかと  いっしょに   とどきます）を  

見
み

てください。  
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②居宅介護
きょたくかいご

サービス（家
いえ

で  つかえる  サービス）の 上限額
じょうげんがく

  

・ 上限額
じょうげんがく

を 超
こ

えたときは、 超
こ

えた分
ぶん

のおかねを自分
じぶん

で 払
はら

います。上限額
じょうげんがく

は 下
した

のとおりです。  

  

要介護
ようかいご

認定
にんてい

の けっか  上 限
じょうげん

額
がく

（１か月
げつ

ごと） 

非該当
ひがいとう

  介護
かいご

サービスを つかえません。  

要支援
ようしえん

１  50,320円  

要支援
ようしえん

２  105,310円  

要介護
ようかいご

１  167,650円  

要介護
ようかいご

２  197,050円  

要介護
ようかいご

３  270,480円  

要介護
ようかいご

４  309,380円  

要介護
ようかいご

５  362,170円  

 

② サービスの 対 象 外
たいしょうがい

  

・ つかえる条 件
じょうけん

に 合
あ

わない サービスを つかうときは、 自分
じぶん

で おかねを 払
はら

います。 

・ 介護
かいご

サービスの 対 象
たいしょう

ではないものを  買
か

うときも、 自分
じぶん

でおかねを 払
はら

います。  

  

  このパンフレットは、 介護
かいご

保険
ほけん

制度
せいど

の しくみを おしらせするものです。  

くわしいことは、 鈴
すず

鹿
か

亀
かめ

山
やま

地
ち

区
く

広
こう

域
いき

連
れん

合
ごう

 または 市
し

役所
やくしょ

、 

 地域
ちいき

包括
ほうかつ

支援
しえん

センターへ  きいてください。  
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【広域
こういき

連合
れんごう

・市
し

役所
やくしょ

 電話番号
でんわばんごう

】 

鈴
すず

鹿
か

亀
かめ

山
やま

地
ち

区
く

広
こう

域
いき

連
れん

合
ごう

 介護
かいご

保険課
ほけんか

 

給付
きゅうふ

グループ ０５９－３６９－３２０１ 

認定
にんてい

グループ ０５９－３６９－３２０３ 

管理
かんり

グループ ０５９－３６９－３２０４ 

指導
しどう

グループ ０５９－３６９－３２０５ 

鈴鹿市
すずかし

 長寿
ちょうじゅ

社会課
しゃかいか

 ０５９－３８２－７９３５ 

亀山市
かめやまし

 
健康
けんこう

推進課
すい しんか

 ０５９５－８４－３３１２ 

市民課
しみんか

 ０５９５－８４－５００５ 

 

【鈴鹿市
すずかし

の地域
ちいき

包括
ほうかつ

支援
しえん

センター 電話番号
でんわばんごう

】 

鈴鹿
す ず か

第
だい

１地域
ち い き

包括
ほうかつ

支援
し え ん

センター なんてん ０５９－３７３－６０３１ 

鈴鹿
す ず か

第
だい

２地域
ち い き

包括
ほうかつ

支援
し え ん

センター あんず ０５９－３７０－３７５１ 

鈴
すず

鹿
か

第
だい

３地域包括支援
ち い き ほ う か つ し え ん

センター やまぶき ０５９－３８４－４１６５ 

鈴
すず

鹿
か

第
だい

４地域包括支援
ち い き ほ う か つ し え ん

センター わかたけ ０５９－３８５－７７７０ 

鈴
すず

鹿
か

第
だい

５地域包括支援
ち い き ほ う か つ し え ん

センター ひいらぎ ０５９－３９２－５７１３ 

鈴
すず

鹿
か

第
だい

６地域包括支援
ち い き ほ う か つ し え ん

センター つゆくさ ０５９－３８９－５９５９ 

鈴
すず

鹿
か

第
だい

７地域包括支援
ち い き ほ う か つ し え ん

センター りんどう ０５９－３８０－５２８０ 

鈴
すず

鹿
か

第
だい

８地域包括支援
ち い き ほ う か つ し え ん

センター ふじ ０５９－３７２－３１２８ 

鈴鹿市
す ず か し
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